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治療 を行い,写 真を残 して症例 を作 り上げていっ
た。内容 としては未熟で,患 者様 には申し訳ない
が,自 分 として出来 る最高の事 をや らせていただ
いたつ もりである。そ して,症 例 を作 り上げてい
くとい う行為,そ してそれを人 に見ていただ くと
いう心構 えが,私 を歯医者 として,少 し大人にし
て くれたと思 う。SJCDには,同 窓会学術部のメ
ンバーで,郡 山で開業なさってる先生 と通わせて
いただいた。講師陣も名だたる先生ばかり。夏休
み等を利用して,講 師の先生の診療を見学 させて
いただきにも行った。同年代の受講生の先生 とも
未だに情報交換や,治 療の相談 をさせていただい
ている。そんな折,私 も同窓会学術に参加 させて
いただく事が出来た。多くの優秀な先輩方に囲ま
れなが ら,勉強をさせていただいている。最近の
トピックスとしては,5-D　JAPANの,石川先生,
船戸先生の講義を聞かせていただけた。さらに,
郡山の開業医の先生方で行っているスタデ ィーグ
ループの勉強会に,同 じく5-D　JAPANの福西先
生をお招 きし,勉強会 を行った。どの勉強会に行 っ
ても,自 分の レベルを最高の位置に高めるのは当
た り前であり,それが患者様への歯科医師 として
の努めであると,改めて思い知 らされる。歯科医
療は,患 者様 と歯科医師の閉ざされた空間ゆえに,
少 しの甘 さや言い訳が生 まれやすいと思 う。 自分
も,未 だにそういう時があり,自 己嫌悪に陥る。
歯医者 と して5年 目を迎 え,sJCDのマス ター
コースにも行かせていただいた。まだまだレギュ
ラーコースの内容 もろくに出来ない私だが,一 生
続けていく仕事 として,深 さをよりいっそう感 じ
てい る。色んな歯科治療があってしかるべ きだし,
治療を取 り巻 く環境 も,日 に日に変わっていくで
あろう。その都度,自 分の出来る最高の治療 を目
指 し,患者様に提供 させて頂 く。そんな治療が出
来るように,ア ンテナは高 く,常 に練習 と実践 を
行い,日 々 『何故』を追求 していきたい。
歯科医師免許 を取得 して,5年 。私はラッキー
なことに,多 くの素晴 らしい先生方に出会 うこと
が出来た。一般的な歯科医師の時間軸は,歯科医
師免許 を取得 し,各施設で臨床研修 を行い,1年
たてば,独 り立ち。各就職先で院長や先輩に教わ
りながら,献 身をしていく。私 も例に漏れず,そ
の時間軸で動 こうと思っていた。
遡 ること5年 前,私 は奥羽大学で臨床研修 を
行っていた。私のファース トメンターは,歯 科医
療に対 し飽 くなき追求心を持っており,歯科に対
し,フ ワッとした心構 えでいた私の甘さを容赦 な
く,叱咤 していただけた。歯科医療の厳 しさを肌
で感 じた。研修医にも慣れてきた7月 。衝撃的な
出会いをする。奥羽大学同窓会学術部の主催する,
卒後研修プログラムが東京で開催 された。講師は
『山崎長郎先生』であった。当時の私は,大 学の
中が精一杯で,有 名な先生や,そ の症例などには,
なんの興味 も無かった。そんな真っ白な状態で出
会った 『山崎長郎先生』は,ものすごい衝撃であっ
た。症例の内容や,い かに凄いかなんていうのは
一切分からなかったが,『なんか凄 くて,全 然違
う!』 そう思ったのは確かである。その衝撃を引
きず りながら,冠橋義歯学分野に入局 し,大学で
の診療を行っていた。今まで興味の無かった歯科
雑誌を読みあさり,自分の診療 を目の当たりにし
てヘコみ,日 に日にその遠 く険しい道が,も っと
遠 く遠 く,険 しく険しい道であることを実感 して
いった。
歯科医師3年 目,思 い切ってsJCDの扉を叩 く
ことにした。1年 間の研修 と,症例発表 を行 うの
であるが,全 てにおいて知 らない事,あ やふやな
ままであった事,が エビデンスとともに押 し寄せ
てくる。たった一本のプロビジョナルの調整も満
足 に出来ない。ましてや支台歯形成なんて,も っ
てのほかである。(未だに出来ない。)そんな状態
でも,毎 月習った事 を持ち帰 り,見 よう見まねで
